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平成２５年第４回田原市教育委員会臨時会会議録 
 

１ 開会 平成２５年１１月１８日 午後１時３０分 

 

２ 閉会 平成２５年１１月１８日 午後１時５０分 

 

３ 会議に出席した委員 

渡邉峰男委員長、山本明子委員、金原真人委員、 

横田 威委員、嶋津隆文委員 

 

４ 会議に欠席した委員 

  なし 

 

５ 会議に出席した職員 

教育部長               前田和宏 

教育部次長兼教育総務課長       中村文紀 

  給食センター所長           原  猛 

  学校教育課課副主幹          杉田哲利 

  文化財課長                 河辺勝郎 

       

 

６ 議事日程 

  別紙のとおり 
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田原市教育委員会第４回臨時会議事日程 

 

             日 時 平成２５年１１月１８日（月) 

                 １３時３０分 

             場 所 北庁舎２階 ２００会議室 

 

１ 会議録署名者の指名 

 

２ 教育長報告事項 

 

３ 議題 

(1)和地小学校・堀切小学校・伊良湖小学校再編整備方針について 

 

４ 報告事項 

(1)教育委員会が共催・後援を承認した事業について 

 

５ その他 
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開  会    午後１時３０分 
渡邉委員長 皆さん、こんにちは。 

臨時定例会ということでご苦労さまです。 

ただいまの出席委員は５名であります。定足数に達していますので、

平成25年田原市教育委員会第４回臨時会は成立いたしました。 

これより開会いたします。 

それでは会議規則第14条第２項の規定により、会議録署名者の指名

をさせていただきます。 

今回の署名者として、金原委員と嶋津委員のご両名を指名させてい

ただきますのでよろしくお願いします。 

それでは早速ですが、議事に入ります。 

（１）議案第21号和地小学校、堀切小学校、伊良湖小学校、再編整

備方針についてを議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。 

 事務局報告 

教育総務課長 それでは、２の下にあります、議案第21号和地小学校、堀切小学校、

伊良湖小学校、再編整備方針についてということで、説明させていた

だきます。 

１枚はねていただきまして、表紙がありまして、その裏からという

ことで、朗読させていただきます。 

はじめにというところで、田原市教育委員会では、児童生徒の生命・

安全を守るため、津波被害に対処する小中学校の防災対策を推進をし

ています。また、少子化による子供の数の減少が続き、多くの学校の

小規模化が進んでいます。これらに対応し、よりよい教育環境の充実

を図るため、平成25年４月に設置した防災少子化に伴う小中学校の再

編、基本方針に基づき学校再編に取り組んでいます。 

和地小学校、堀切小学校及び伊良湖小学校の統合について、関係校

の保護者や校区の方々と懇談を重ね、平成25年10月28日に３校区の会

長から小学校再編に関する要望書が提出されました。 

これらを踏まえ、和地小学校、堀切小学校及び伊良湖小学校、再編

整備方針を定めるものですということで、この枠の中でございますが、

統合の方式、実施時期、統合校の位置ということで、（１）統合の方式。

和地小学校、堀切小学校及び伊良湖小学校を統合し、新設小学校とし

てスタートする。（２）実施時期。平成27年４月１日。（３）統合校の

位置。一時的に和地小学校の施設を利用する。田原市和地町瀬戸山27

番地でございます。 

今後の進め方といたしまして１、統合準備委員会ということで、統

合関係校の保護者、教員、校区関係者などで構成する統合準備委員会

を設置し、校名、校歌、校章、通学体制、閉校記念行事、ＰＴＡ組織、

教育課程、学校行事などについて協議します。 
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２、学校施設の整備。統合にあたって必要な施設、設備の改善に努

めます。 

３、遠距離通学への対応。遠距離となる児童の通学手段を確保する

ため、スクールバスの運行などにより支援します。 

４、学校施設の跡地利用。廃校となる堀切小学校及び伊良湖小学校

の跡地等利用については、今後、地域の意見を尊重しつつ、その活用

方法を検討します。参考として、統合時の学校規模等ということでつ

けさせていただいております。 

以上です。 

渡邉委員長 説明が終わりましたが、御質問等ございましたらお願いします。 

 

横田委員 

一ついいですか。 

四角の中の（3）で、この一時的と書いてあるけれども、どのぐらい

の期間、何年度くらいを予定しているのか。 

教育部長 今のところ、平成32年に新しい学校ができるよう努力したいと思っ

てます。 

これも要望としては、渥美運動公園周辺という要望が出ているんで

すけれども、教育委員会の考え方としては、今のところ岬中学校の跡

地ということでずっと説明してきましたので、その辺をまた、これか

らどちらにするかを住民の方々と話し合いながら決めて行きたいなと

は思っておりますし、岬中学校の統合問題、それから要するに渥美８

校区の方々が、今中学校問題に関して協議していますので、その結果

を踏まえながら、建設する位置を決めていきたいなと思っております。 

ですから、それによって32年という目標を立ててますけれども、多

少前後する可能性はあります。 

横田委員 この前、３小学校の地域の方の意見を聞いていると、ちょっとここ

がすごく不安だという、岬中学校の跡地に持っていくということで、

あそこが動かない限りは動かないのではないかという、そういう意見

があったので、ちょっと不安がっているので、ある程度、めどを立て

ておいたほうのがいいのかなというような気がしました。 

教育部長 今年度中には、渥美８校区の考え方といいますか、それが出てきま

すので、それを待った上で決めていきたいなと思っております。 

嶋津教育長 補足して言うと、32年度にできるのだけれども、それまでの前倒し

でやっていくと、どこに移るかは遅くても来年の夏まで、早ければ今

年度中に決着したいと思っているわけですよ。 

横田委員 岬中学校の跡地か、それとも新しい場所。 

嶋津教育長 それは、できれば今年度中に決着したいと思ってて、それは結局１

番のポイントは、ちゃんと引っ越せるかどうか。さっき話しにあった

一時的の５、６年の間に引っ越せるかどうかというのが一番住民も関

心持っているし、それに応えきれるかどうかというところに今きてい

るんですよね。それは、簡単に言えば、向こうは中学校問題と連動さ
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せると岬中が動かなきゃ動かないんじゃないかというので、あさって

の総合体育館のほうにやってくれと言ったんですよ。ところが、それ

をやると地権者が山ほどいるわけです。そうすると返って遅くなるか

もしれない。そういうこと考えると、むしろ岬中のところを少し手を

加えて広げるか、つけ足すか、そういうことのほうが確実に早くでき

るのではないかというのが、そんなことを相談してもらって、できれ

ば今年度中に決着したい。 

横田委員 先日、北設のほうの学校へちょっと行ってきて、統廃合の話を聞い

てきましたけど、その北設の方の住民の中に一番嫌がっているのは、

吸収合併みたいな統廃合の仕方、だから例えばこのまま和地小学校に

いると、伊良湖と堀切が吸収されるというような形になるのが一番嫌

がって、それが一番問題になって、統廃合が長引いてしまう原因だと

いうような。 

例えば、今後の進め方の一番の統合準備委員会でいろいろなことを

決めていくことになると思いますけれども、それもなんかどこかの学

校の形をそのままどんとやると、すごく吸収されるというようなこと

を思うみたいで、やはり新しい学校だから、新しく全部つくり直して

いく考えのほうがいいのかなというようなことを北設のある校長先生

からお話を聞いてきました。 

嶋津教育長 またいろいろなことつけ加えると、あそこは渥美地域だから、合併

のあれがずっと残っていて、吸収された思いはすごく屈折していて、

いろいろな場面で出てくるわけです。また、小学校問題ではどこかに

吸収されるかということに対しては、諸々の会議でぴりぴりしていま

す。結論から言うと、学校の名前も、その新しい学校、要するに今の

ところ伊良湖岬小学校にするということ。それから、校長も全く新し

い人に来てもらう。場所も新しくする。それでやるしかないというか、

それでやらなければおさまらないみたいなものあるものですから、そ

の辺は承知しているつもりなんですよね。 

渡邉委員長 この人数を見ると178人ということですが、特に一時的に和地小学校

へ行った時の施設の整備やクラス的にはどうですか。 

教育部長 施設整備につきましては、特別支援学級が足らないのと、それから

６年生が２学級ですので、一つ普通教室が足らないので、その部分だ

けは増築といいますか、26年度中にやろうと思っています。 

今回の12月の補正予算で、その設計費を計上させていただきました。

当初予算で工事費を計上するというそんな予定でおります。 

渡邉委員長 ほかにはよろしいですか。 

御質問がないようですので、お諮りいたします。 

議案第21号和地小学校、堀切小学校、伊良湖小学校再編整備方針に

ついては原案どおり可決することに御異議ございませんか。 

 （「なし」という者あり） 
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渡邉委員長 御異議ないようですので、議案第21号につきましては、原案どおり

可決いたしました。 

以上で議題のほうは終わりまして、次に報告事項に入りたいと思い

ます。 

教育委員会が共催後援を承認した事業についての報告をお願いいた

します。 

教育総務課長 それでは、今日生涯学習課長が昨日の中部実業団駅伝の片付けとい

うことで、本日欠席しております。 

この間の定例の教育委員会の時にも、教育委員会が共催し後援した

事業がわからないということがございましたので、今回11月18日以降

に開催されるものということで、限定をさせていただいておりますが、

今現在、教育委員会のほうで共催後援を承認した事業ということで、

また目を通しておいていただきたいと思います。市内の方の団体であ

るとか、市外もありますので、また一度目を通しておいていただきた

いと思います。 

以上です。 

渡邉委員長 ただいまの説明に対して、御意見ございましたら、お願いします。 

よろしいですか。 

渡邉委員長 よろしいですかね。 

質疑もないようですので、本日の議事は終了したいと思いますが。 

教育総務課長 委員長、もう１件、昨日の駅伝の結果を追加でお願いします 

渡邉委員長 それでは、駅伝の報告を。 

教育総務課長 一番初めに書いてあるとおりで、総合順位ということでトヨタ紡織

が昨年に続き、２連覇ということでございます。 

あと、真ん中の表は区間賞ということで、また見ておいていただき

たいと思います。裏には、各区間の記録が載っておりますので、また

目を通しておいていただきたいと思います。 

２枚目は、北陸のほうの駅伝の結果ということでございます。 

以上です。 

渡邉委員長 よろしいですかね。 

（「なし」と言う者あり） 

本日の議事はすべて終了いたしました。 

御協力ありがとうございました。 

これをもちまして、田原市教育委員会第４回臨時会を閉会させてい

ただきます。お疲れさまでした。 

  

 閉  会    午後１時５０分 

  

 


